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１　行政改革プランの効果　　　　　　　　　　　　　　

（１） 効果見込額

ア　現　行 （単位：千円）

イ　改定後 （単位：千円）

ウ　改定額 （イ－ア） （単位：千円）

合　計 600,729 600,729

企業会計 △ 114,669 △ 114,669

特別会計 △ 60 △ 60

一般会計 715,458 715,458

区　分
平成30年度
（2018年度）

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

計

合　計 2,300,691 545,007 616,219 729,457 4,191,374

企業会計 97,523 2,375 8,466 △ 34,033 74,331

特別会計 9,419 4,290 3,802 1,934 19,445

一般会計 2,193,749 538,342 603,951 761,556 4,097,598

区　分
平成30年度
（2018年度）

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

計

合　計 2,300,691 545,007 616,219 128,728 3,590,645

企業会計 97,523 2,375 8,466 80,636 189,000

特別会計 9,419 4,290 3,802 1,994 19,505

計

一般会計 2,193,749 538,342 603,951 46,098 3,382,140

　行政改革プランに位置付けた事業には、数値で効果が表せる事業とそうでない事業があります。数
値で効果が表せる事業の効果については、効果見込額と常勤職員削減数で表し、進行管理を行うこと
としています。
　令和３年度の改定に伴う効果見込額および常勤職員削減数の状況は次のとおりです。

区　分
平成30年度
（2018年度）

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

1



[参考]令和３年度改定状況の主な内訳 （単位：千円）

*「適切な職員配置による常勤職員の適正化」は、一般会計、企業会計の両方に事業があるため
　１つの事業として計上

①
下水道事業会計
の健全な運営

0 0 0

第３次行政改革プラン期間中の下
水道使用料収入が当初見込みを上
回ったことから、一般会計の財政
状況を勘案し、汚水資本費に対す
る一般会計繰入金を引き下げるた
め

24,954

上下水道局経営
部
経営料金課
経理課

11

1324,954
事業量に応じた常勤職員の適正配
置を行うため

0 41,590 41,590
課の統廃合に伴い、常勤職員を削
減するため

関係部
関係課

関係部
関係課

1,256 549,314 548,058

12

⑧
適切な職員配置
による常勤職員
の適正化

0 374,310 374,310
事業量に応じた常勤職員の適正配
置を行うため

関係部
関係課

⑦
課の統廃合に伴
う常勤職員の削
減

13

企業会計合計
（２事業）

0 24,954 24,954

一般会計合計
（８事業）

（２）企業会計

②
適切な職員配置
による常勤職員
の適正化（*）

0

小　計（９事業）

１．プランに追加する事業および既存の計画を変更する事業（令和３年度改定状況に掲載事業）

（１）一般会計

事業名

Ｒ３年度の効果見込額

改定理由 事業推進部課 頁
ア 現行 イ 改定後

ウ 改定額
（イ-ア）

⑥
補助金等の見直
し

1,256 8,260 7,004

（中小企業団体共同施設補助金）
利用実績から、補助対象である中
小企業団体のニーズが見込めない
ため（6,407）
（ノンステップバス導入補助）
新型コロナウイルスの影響によ
り、令和２年度の京急バス（株）
の導入が令和３年度に延期にな
り、令和３年度は補助を行うため
（△1,000）

関係部
関係課

9

⑤
下水道事業会計
に対する繰出金
の見直し

0 118,017 118,017

第３次行政改革プラン期間中の下
水道使用料収入が当初見込みを上
回ったことから、一般会計の財政
状況を勘案し、汚水資本費に対す
る一般会計繰出金を引き下げるた
め

財務部
財務課

8

①
国際交流課一般
事務の見直し

0 1,010 1,010

国際交流課と基地対策課を統合
し、基地渉外課を新設することに
伴い、課総務事務の見直しを図る
ことで、会計年度任用職員を削減
するため

市長室
基地渉外課【国
際交流課】

6

②
横須賀市統計グ
ラフコンクール
の見直し

0 89 89

学校教育の中で統計の表現技術向
上が充実してきたこと、及び国、
県で同様のコンクールが行われて
いることなどから、統計グラフコ
ンクールを廃止するため

経営企画部
都市戦略課

6

③
統計刊行物発行
方法の見直し

0 563 563
統計資料やデータは、原則、電子
媒体で公表するよう見直すため

経営企画部
都市戦略課

7

経済部
経済企画課

7④

産業振興財団負
担金（IoTコー
ディネーター人
件費等）の見直
し

0 5,475 5,475
IoTに精通した関係機関と連携し、
中小企業のIoT導入促進を図る体制
にシフトするため

1,256 574,268 573,012
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（単位：千円）

２．既存の計画で令和３年度に効果見込額がある事業
　　（額の変更があったもののうち、金額が大きい主な事業のみ項目と理由を記載しています）

（１）一般会計

83,688
令和３年度における未利用地の売
却見込額が明らかになったため

ウ 改定額
（イ-ア）

財務部
財務管理課【財
産管理課】

③
その他効果見込
額掲載事業
　（４事業）

44,842 49,708 4,866

総　計（17事業） 128,728 729,457 600,729

44,842 212,242 167,400

（２）特別会計

①
健康福祉員業務
の配置の見直し

1,994 1,934 △ 60
人件費単価が当初計画から変更に
なったため

福祉部
介護保険課

一般会計合計
（６事業）

事業名

Ｒ３年度の効果見込額

改定理由 事業推進部課 頁
ア 現行 イ 改定後

（３）企業会計

①
終末処理場の統
廃合

80,636 △ 58,987 △ 139,623

・終末処理場の統廃合に係る工事
が遅れたことにより、統廃合の時
期が延期となったため。
・電力等の単価上昇及び法令改正
により薬品使用量が増えたため。

財務部
財務課

小　計（８事業） 127,472 155,189 27,717

①
利用計画のない
市有財産の処分

0 83,688

上下水道局
技術部
水再生課

② 電力入札の推進 0 78,846 78,846
施設の維持管理費の縮減に向けて
電力調達の入札を進めたため
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（２） 常勤職員削減数

ア　現　行 （単位：人）

イ　改定後 （単位：人）

ウ　改定数 （イ－ア） （単位：人）

※ 行政改革プランでは、削減数のみを記載しているため、条例上の職員定数の増減数と

一致しない場合があります。

合　計 53 53

企業会計 3 3

特別会計 0 0

一般会計 50 50

区　分
平成30年度
（2018年度）

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

計

合　計 3 17 37 54 111

企業会計 － － 1 3 4

特別会計 － 1 2 1 4

一般会計 3 16 34 50 103

区　分
平成30年度
（2018年度）

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

計

合　計 3 17 37 1 58

企業会計 － － 1 － 1

特別会計 － 1 2 1 4

一般会計 3 16 34 － 53

区　分
平成30年度
（2018年度）

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

計
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２　令和３年度 項目別効果見込額　　　　　　　　　　　　　　

（単位：千円）

１　組織の見直し ・課の統廃合に伴う常勤職員の削減 41,590

１事業

第２章
　組織・人事の見直し

・公立保育園再編実施計画の推進

合　計 17事業 729,457

２　職員数の適正化と
　多様な人材の活用

・適切な職員配置による常勤職員の適正化 401,198

２事業

３事業 442,788

・終末処理場の統廃合

・健康福祉員業務の配置の見直し

２　民間委託の推進 ・中央斎場火葬設備等運転業務の民間委託の検討 4,990

１事業

３　財政運営の健全化 ・利用計画のない市有財産の処分 65,231

１　事業等の見直し ・下水道事業会計に対する繰出金の見直し 216,448

など　９事業

・産業振興財団負担金（IoTコーディネーター人件費
　等）の見直し

・補助金等の見直し

・電力入札の推進

項　目 内　容 金　額

第１章
　財政の健全化

14事業 286,669

４事業

・下水道事業会計の健全な運営
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３　令和３年度 行政改革プランの追加・変更

（１）行政改革プランに追加する事業　

（２）行政改革プランの既存の計画を変更する事業　

　　　　　　　　　　　計

（１）　行政改革プランに追加する事業（４事業）

第１章　財政の健全化

  １　事業等の見直し

（１）事業の見直し

４事業

５事業

９事業

番　号 70 事業名 国際交流課一般事務の見直し プラン追加（令３）

事業推進部課 市長室　基地渉外課【国際交流課】

現　　　　　状
　国際交流課一般事務は、在日外国公館、在日米軍、自衛隊等との渉外・連絡業務、国際平和啓発
事業、課総務事務等を主な業務としています。

計　画  内  容
　令和３年度に国際交流課と基地対策課を統合し、基地渉外課を新設するため、課総務事務の見直
しを図ることで、会計年度任用職員を１人削減します。

項　　　目
平成30年度
(2018年度）

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度～
（2022年度）

会計年度任用職員の削減

番　号 71 事業名 横須賀市統計グラフコンクールの見直し プラン追加（令３）

事業推進部課 経営企画部　都市戦略課

現　　　　　状
　統計思想の普及及び統計の表現技術向上のため、市内在学又は在住の小学生、中学生及び高校生
を対象とした横須賀市統計グラフコンクールを昭和42年から実施しています。

計　画  内  容

　新学習指導要領において「データの活用」が新規に加わるなど、学校教育のなかで統計の表現技
術の向上が充実してきたことや、国及び県でも同様のコンクールが行われていること（県内で同様
のコンクールを主催している市は、本市の他３市）などから、統計グラフコンクールを廃止しま
す。

項　　　目
平成30年度
(2018年度）

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度～
（2022年度）

統計グラフコンクールの廃止

見直し

見直し
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番　号 72 事業名 統計刊行物の発行方法の見直し プラン追加（令３）

事業推進部課 経営企画部　都市戦略課

現　　　　　状
　横須賀市統計書及び市勢統計要図（グラフでみるよこすか）の製本等を、印刷業者に依頼してい
ます。その他の統計刊行物の製本等は、職員が庁内印刷で作成しています。

計　画  内  容
　統計資料やデータは、原則、電子媒体で公表するよう見直します。「グラフでみるよこすか」に
ついては、作成を廃止します。

項　　　目
平成30年度
(2018年度）

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度～
（2022年度）

統計刊行物の印刷製本費等の削減

現　　　　　状
　市内中小企業の生産性向上等を目的としたIoTの導入促進を図るため、産業振興財団にIoT導入支
援コーディネーターを設置し、IoT導入に向けたアドバイス等を実施している。

計　画  内  容
　IoTに精通した関係機関と連携し、中小企業のIoT導入促進を図る体制にシフトするため、IoT導
入支援コーディネーターを廃止します。

項　　　目
平成30年度
(2018年度）

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度～
（2022年度）

IoTコーディネーターの廃止

番　号 73 事業名 産業振興財団負担金（IoTコーディネーター人件費等）の見直し プラン追加（令３）

事業推進部課 経済部　経済企画課

見直し

見直し
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（２）　行政改革プランの既存の計画を変更する事業（５事業）

第１章　財政の健全化

  １　事業等の見直し

（１）事業の見直し

項目の内容変更

説明

番　号 12 事業名 下水道事業会計に対する繰出金の見直し プラン変更（令３）

事業推進部課 財務部　財務課

現　　　　　状

　下水道事業のうち、雨水処理に要する経費については、国の繰出し基準に基づき、税（一般会
計）で負担すべき経費として、全額繰出しを行っています。（基準内繰出し：負担金）
　一方、汚水処理に要する経費については、本来、全額下水道使用料で負担すべき経費ですが、全
てを使用料で賄おうとすると料金が高くなり過ぎるため、汚水処理経費の一部（22％）を税で負担
することとして、一般会計からの繰出しを行っています。（基準外繰出し：補助金）

計　画  内  容
使用料と税の経費負担割合を見直し、一般会計からの汚水処理経費に対する繰出し（基準外繰出
し）を削減します。（22％→19％）

項　　　目
平成30年度
(2018年度）

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度～
（2022年度）

繰出金の見直し

繰出金の見直し

第３次行政改革プラン期間中の下水道使用料収入が当初見込みを上回ったことから、一般会計の財政
状況を勘案し、汚水資本費に対する一般会計繰出金を引き下げます。

見直し継続検討見直し 継続検討

見直し見直し継続検討見直し 継続検討

8



第１章　財政の健全化

  １　事業等の見直し

（３）補助金等の見直し

項目の内容変更

説明

項目の内容変更

説明

項目の追加

説明

番　号 １ 事業名 補助金等の見直し

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

⑦横須賀市地域水質保全協議会補助金の見直
し（環境管理課）

現　　　　　状
　制度創設時の社会的背景と現状との比較分析、行政の責任範囲や公的負担の是非、補助の効果な
どについて検証し、継続的に補助金の見直しに取り組んでいます。

計　画  内  容
　下記の補助金については、以下のスケジュールで見直しを行います。その他の補助金について
は、予算編成時に検証し、必要な見直しを行います。

平成30年度
(2018年度）

⑯ノンステップバス導入補助事業の見直し
（都市計画課）

⑯ノンステップバス導入補助事業の見直し
（都市計画課）

項　　　目
令和４年度～
（2022年度）

項　　　目
平成30年度
(2018年度）

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

新型コロナウイルスの影響により、京急バス（株）が令和２年度に横須賀市内へのノンステップバス
導入を行わなかったため、導入補助がありませんでした。令和２年度の導入（補助）を見送った１台
に対し、令和３年度に補助を行います。

令和４年度～
（2022年度）

⑲中小企業共同施設補助金の見直し（経済企
画課）

活動経費に占める補助金の割合は２～３割で自立性はあるが、補助金に対する繰越金の割合が高く
なってきていることから、金額の見直しを行い、補助金を減額します。

⑦横須賀市地域水質保全協議会補助金の見直
し（環境管理課）

項　　　目
平成30年度
(2018年度）

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度～
（2022年度）

プラン変更（令３）

事業推進部課 関係課

令和元年度および令和２年度に各１件の申請があったのみで、補助対象である中小企業団体のニーズ
が見込めないため、補助金を廃止します。

見直し 見直し

見直し見直し

見直し

見直し 見直し

見直し 見直し

見直し

見直し

見直し

調整
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項目の追加

説明

項目の追加

説明

項目の追加

説明

令和元年度３件、令和２年度２件（予定）申請があったのみで、補助対象である中小企業のニーズが
見込めないため、補助金を廃止します。

項　　　目
平成30年度
(2018年度）

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度～
（2022年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度～
（2022年度）

項　　　目
平成30年度
(2018年度）

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度～
（2022年度）

平成30年度
(2018年度）

令和元年度
（2019年度）

⑳ＩＳＯ等認証取得促進補助金の見直し（経
済企画課）

項　　　目
令和２年度
（2020年度）

㉑中小企業技術支援補助金の見直し（経済企
画課）

令和元年度及び２年度とも利用実績が無い状況で、補助対象である中小企業のニーズが見込めないた
め、補助金を廃止します。

小学校でプログラミング教育が始まったことにともない、将来のプログラミング人材育成を目的とし
て学校教育より先行して行ってきた本事業の役割は終了したと判断したため、補助金を廃止します。

㉒スタートアップ支援事業補助金(プログラミ
ング研修)の見直し（創業・新産業支援課）

見直し

見直し

見直し
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第１章　財政の健全化

  ３　財政運営の健全化

（４）事業会計の健全な運営

①経営基盤の強化

項目の内容変更

説明

プラン変更（令３）下水道事業会計の健全な運営

令和４年度～
（2022年度）

②繰入金の見直し

②繰入金の見直し

番　号 3 事業名

事業推進部課 上下水道局 経営部 経営料金課、経理課

現　　　　　状

  主たる収入である使用料収入は、人口減少に伴う経済規模の縮小などにより減少が続く一方、施
設の経年化による更新費用・維持管理費の増加、災害対策事業経費の増加などにより、経営環境は
厳しさを増しています。
　こうした中、事務事業の見直しなどにより経費の節減を図り、経営基盤の強化に努めた結果、水
道事業・下水道事業マスタープラン（2011～2021）第２期実行計画における収支見通しを上回る事
業資金を確保しています。

第３次行政改革プラン期間中の下水道使用料収入が当初見込みを上回ったことから、一般会計の財政
状況を勘案し、汚水資本費に対する一般会計繰入金を引き下げます。(22%➝19%）

計　画  内  容

 「いつでも安心して使える止まらない下水道」の達成を引き続き目指し、使用料収入の確保はも
とより、施設の長寿命化やダウンサイジングなどの手法を用いて、更新費用・維持管理費の平準
化・低減などに努めることにより、経営基盤の強化に取り組みます。併せて一般会計から下水道事
業会計への繰入金の見直しにより、独立採算の向上を図ります。

項　　　目
平成30年度
(2018年度）

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

財務部 財務課

見直し

継続実施

継続検討 見直し

見直し 見直し継続検討 継続検討見直し

継続検討
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第２章　組織・人事の見直し

  １　組織の見直し

（１）組織の見直し

⑧リサイクルプラザの廃止（課の位置づけの
廃止、資源循環施設課へ事業移管）【リサイ
クルプラザ】
　（令和３年度：１人）

平成30年度
(2018年度）

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度～
（2022年度）

④国際交流課と基地対策課の統合【国際交流
課】
　（令和３年度：１人）

⑤情報システム課とデジタル・ガバメント推
進室の統合【情報システム課】
　（令和３年度：１人）

番　号 ２ 事業名

事業推進部課 関係課

現　　　　　状
　新たな行政需要への対応や業務の効率化を図るため、継続的に組織の見直しを進め、課の統廃合
を行っています。

計　画  内  容

　組織改正に伴い、正規職員５人（課長５人）を削減します。
　・国際交流課と基地対策課の統合　→　基地渉外課
　・情報システム課とデジタル・ガバメント推進室の統合　→　デジタル・ガバメント推進室
　・地域医療推進課の廃止（事業移管）　→　地域福祉課、健康総務課、市立病院課
　・資源循環推進課の廃止（事業移管）　→　資源循環政策課、廃棄物対策課
　・リサイクルプラザの廃止（課の位置づけの廃止、事業移管）　→　資源循環施設課

課の統廃合に伴う常勤職員の削減 プラン変更（令３）

⑥地域医療推進課の廃止（健康総務課ほか２
課へ事業移管）【地域医療推進課】
　（令和３年度：１人）

項　　　目

⑦資源循環推進課の廃止（資源循環政策課ほ
か１課へ事業移管）【資源循環推進課】
　（令和３年度：１人）

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減
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第２章　組織・人事の見直し

  ２　職員数の適正化と多様な人材の活用

（１）職員数の適正化

㉘執行体制の見直し（児童相談課）
　（令和３年度：１人）

㉚執行体制の見直し（自然環境共生課）
　（令和３年度：１人）

⑫執行体制の見直し（総務課）
　（令和３年度：２人）

⑬執行体制の見直し（会計課）
　（令和３年度：１人）

⑭執行体制の見直し（ＦＭ推進課）
　（令和３年度：１人）

⑮執行体制の見直し（契約課）
　（令和３年度：１人）

⑯執行体制の見直し（技術管理課）
　（令和３年度：１人）

⑰執行体制の見直し（商業振興課）
　（令和３年度：１人）

⑱執行体制の見直し（納税課）
　（令和３年度：１人）

㉔執行体制の見直し（生活福祉課）
　（令和３年度：１人）

⑲執行体制の見直し（市民税課）
　（令和３年度：１人）

令和４年度～
（2022年度）

事業名 適切な職員配置による常勤職員の適正化

現　　　　　状 　事業量に応じた常勤職員の適正配置を行っています。

計　画  内  容

番　号 １

事業推進部課

㉕執行体制の見直し（健康長寿課）
　（令和３年度：１人）

⑪執行体制の見直し（都市戦略課）
　（令和３年度：１人）

⑳執行体制の見直し（資産税課）
　（令和３年度：１人）

㉑執行体制の見直し（市民生活課）
　（令和３年度：１人）

㉒執行体制の見直し（地域コミュニティ支援
課）
　（令和３年度：１人）

㉓執行体制の見直し（福祉総務課）
　（令和３年度：１人）

㉖執行体制の見直し（子ども青少年給付課）
　（令和３年度：１人）

㉗執行体制の見直し（保育課）
　（令和３年度：２人）

㉙執行体制の見直し（環境企画課）
　（令和３年度：１人）

項　　　目
平成30年度
(2018年度）

令和元年度
（2019年度）

⑩執行体制の見直し（秘書課）
　（令和３年度：１人）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

関係課

　新たな行政需要への対応や業務の効率化を図るため、常勤職員の適正配置を行います。
　事業見直し等に伴う執行体制の見直しにより、常勤職員48人を削減します。

プラン変更（令２）

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減
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㊸執行体制の見直し（上下水道局技術部計画
課）
　（令和３年度：１人）

㊲執行体制の見直し（道路管理課）
　（令和３年度：１人）

㊺執行体制の見直し（消防局警防課）
　（令和３年度：１人）

㊴執行体制の見直し（道路補修課）
　（令和３年度：１人）

㊵執行体制の見直し（港湾企画課）
　（令和３年度：１人）

㊶執行体制の見直し（上下水道局経営部総務
課）
　（令和３年度：１人）

㊷執行体制の見直し（上下水道局経営部経理
課）
　（令和３年度：１人）

㉛執行体制の見直し（資源循環政策課【資源
循環推進課】）
　（令和３年度：２人）

㉜執行体制の見直し（資源循環施設課【リサ
イクルプラザ】）
　（令和３年度：２人）

㊻執行体制の見直し（消防局中央消防署）
　（令和３年度：２人）

㉝執行体制の見直し（創業・新産業支援課）
　（令和３年度：１人）

㉞執行体制の見直し（都市計画課）
　（令和３年度：１人）

㉟執行体制の見直し（まちなみ景観課）
　（令和３年度：１人）

㊱執行体制の見直し（土木計画課）
　（令和３年度：１人）

㊳執行体制の見直し（道路建設課）
　（令和３年度：１人）

㊹執行体制の見直し（消防局総務課）
　（令和３年度：１人）

㊾執行体制の見直し（教育委員会事務局教育
総務部教育政策課）
　（令和３年度：１人）

㊽執行体制の見直し（教育委員会事務局教育
総務部総務課）
　（令和３年度：１人）

㊼執行体制の見直し（消防局南消防署）
　（令和３年度：４人）

項　　　目
平成30年度
(2018年度）

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度～
（2022年度）

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減

削 減
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区分 番号 事業名 課名 頁

市長室

追加 1 1 1 70 国際交流課一般事務の見直し 基地渉外課【国際交流課】 6

経営企画部

追加 1 1 1 71 横須賀市統計グラフコンクールの見直し 都市戦略課 6

追加 1 1 1 72 統計刊行物の発行方法の見直し 都市戦略課 7

財務部

変更 1 1 1 12 下水道事業会計に対する繰出金の見直し 財務課 8

経済部

追加 1 1 1 73
産業振興財団負担金（IoTコーディネーター人件費等）の見
直し

経済企画課 7

上下水道局

変更 1 3 4 3 下水道事業会計の健全な運営 経営料金課、経理課 11

その他

変更 1 1 3 1 補助金等の見直し 関係課 9

変更 2 1 1 2 課の統廃合に伴う常勤職員の削減 関係課 12

変更 2 2 1 1 適切な職員配置による常勤職員の適正化 関係課 13

＜＜　令和３年度 行政改革プラン計画事業（追加・変更）　部課別索引　＞＞

項目番号



       横須賀市行財政改革推進本部

事務局：横須賀市経営企画部都市戦略課

address：〒238－8550　横須賀市小川町11番地

tel：046-822-9784  fax：046-822-9285

e-mail：pm-pc@city.yokosuka.kanagawa.jp

URL：http://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/0830/gyoukaku/gyoukaku.html


